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1．　 緒 言

　 拡 散 溶 接 の 適 用 拡 大 に は ，継 手 性 質 を 十 分 把 握 し ，対 象 製 品 の 要 求 性 能 評 価 が 不 可

欠 で あ る 。

　 本 研 究 で は 異 材 の 払 散 溶 接 継 手 に 関 し ・既 に 報 告 し た N1 と 錨 　ス テ ン レ ス 鋼 と 鋼 に 続

き ， 銅 合 金 と鋼 の 継 手 （キ ュ プ ・ ニ
ッ ケ ル ク ラ ッ ド鋼 ）を 取 上 げ ， そ の 基 本 性 質 を 検

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ，

討 し た 結 果 を 報 告 す る 。

2．　 供 試 材 及 び 実 験 方 法

　 拡 散 溶 接 は 高 温 加 熱 溶 接 す る の で ，そ の 熱 履 歴 の 影 響 （材 質 性 状 ，継 手 性 質 ）の 確

認 が 必 要 で あ る 。 こ の た め ，極 め て 高 温 長 時 間 加 熱 溶 接 し ， 溶 接 後 の 冷 却 速 度 を 変 化

さ せ ，そ の 調 査 を 行 った 。本 研 究 で 用 い た 供 試 材 は 表 1 の 通 り で あ る 。 キ ュプ ロ ニ
。

ケ ル は C7060P ，鋼 は SM41B を 用 い た 。 ま た ， イ ン サ
ー

ト 材 と し て M 箔 （50 μ ）を 用

い た 。

　 　 　 　 　 　 　 　 表 1　 供 試 材 の 化 学 成 分

種　　　 別
化　 学　 成　 分　 （鮒

CS1MnP sPbF θ ZnNiGu ＋ Ni ＋ Fe ＋Mn

G706DP 〔10t ） 一 ｝ 0．5 ア
一 一 0．011 ．240 ．059 ．99 99．ア9

SM41B （52t ） 0．
．
190 ．261 ．110 ，0120 ，005 ｛ 残 一 一 一−

　 試 験 は 図 1 の 条 件 で 拡 散 溶 接 した

あ と ， C7060P ，　 SM41B の 機 械 的 性

質 ， G7060P の 耐 食 試 験 を 行 い ， 次

い で ク ラ ッ ド 鋼 と し て の 機 械 的 性質

の 調 査 を 行 っ て 継 手 性 能 の 評 価 を 行

っ た D

温

度

950e （： x 　10Hr

真 空 度 15x10
」4Torr

加 圧 力 ： 2kgf／nd

冷 却速 度 ：変 化

　 　 　 　 　 　 　 　 　 時間

図 1 　 拡 散 溶 接 条 件

3．　 実 験 結 果

　 図 2 に G ア060P ，　 SM41B の 高 温 長 時 間 加 熱 溶 接 後 ，冷 却 速 度 を 種 々 変 化 さ せ た 時 の

機 械 的 性 質 を 示 す 。 図 中 に 点 線 で 規 格 値 を 示 す が ， 極 め て 長 時 間 加 熱 溶 接 し ，緩 冷 却

（950 ℃ か ら 500 ℃ ま で の 冷 却 が 5 時 間 ） し た 場 合 で も，静 的 強 度 ，靱 性 値 と も規 格 値

を 十 分 満 足 し ，良 好 で あ る 。 次 に 拡 散 溶 接 後 の G7060P の 耐 食 性 を 調 査 し た 結 果 を 表

2 に 示 す 。 耐 海 水 材 料 と し て 多 用 さ れ る た め ，各 種 海 水 腐 食 試 験 を 行 った が ， い ず れ

も 素 材 と 変 ら ぬ 良 好 な 結 果 を 示 し た 。 一方 ，表 5 は ク ラ ッ ド 鋼 と し て の 機 械 的 性 質 を
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図 2　 SM41B ，　 C706DP の 機械 的性 質

量

調 査 し た 結 果 （冷 却 時 間 が 950 ℃ か ら 500 ℃

ま で 5 時 間 の 時 ）を 示 す 。 継 手 部 の XMA ，

電 顕 観 察 か ら も 十 分 な 原 子 拡 散 が 行 わ れ る

と 共 に カ
ー

ケ ン タ ル 効 果 に よ る 木 イ ド 発 生

も な く 良 好 な 継 手 が 得 ら れ て お b ， J 工S，

ASTM 等 の 諸 規 格 値 を 満 足 す る こ と か 判 る 。

　 な お ，写 真 1 は こ の 様 な 研 究 結 果 を も と

に 当 社 で 製 作 さ れ た 拡 散 溶 接 ク ラ ソ ド 鋼 の

一
例 を 示 す 。

写 真 1 　 拡 散 溶 接 ク ラ ッ ド鋼

匡
種

規

表 2 　 G7060P の 耐 食 性

　 　腐 食試験 方 法

別 　　　　　 （注 1 ）

浸　 潰　 試　 験

（腐食減量   ／ mQnth ）

回 転 円 板 試 験

（腐食減量 砺 ／皿 onth ）

ジ ェ ッ ト噴 流言

（腐食減量 傷
／恤 α

360P
素　 　 　 　材 0．0001 0．001 0．002

ク ラ ッ ド材 （注2） 0．ODO2 0．001 0．005

（
−ti1）　 使 用 海水 は 人 ．工 海 水 （pH8 ．2，　 ASTMD − 114t − 52）

〔注2 ）　 腐食 試 験片 は 拡散溶接後，950 ℃ か ら 5D 囗℃ ま で 5 時 間 で 冷 却 。

表 5 　 ク ラ ッ ド 鋼 の 機 械 的 性 質

曲
別

継手強度 （せ ん 断強さ）
　　 （御f／祕 ）

引張 強 さ

（κ蝣
／
雇 ）

伸　 び

吻 〉 表曲げ （R ＝20t ） 裏曲げ （R ＝1．
｝

ツ ド鋼 21 ，1 46 ．4 35 ．5 良 良

格　 値

8．4 以上 （ASTM ）
10 以 上 （JIS ）
10 以上 （HPIS ）

58．9以 上

（Jls ）

（HPIs ）

24 以上

（JIS ）

（HP エs＞

亀 裂 発 生 な し

　 （JエS ）

亀 裂 発 生 な

　 （JIS ）

剄

4．　 結 言

　 C ア060P と SM4tB の 拡 散 溶 接 継 手 の 諸 性 質 を 調 査 し た 。 両 材 と も 高 温 加 熱 溶 接 し

て も 機 械 的 性 質 は 素 材 の 規 格 値 を 満 足 し ， C7060P の 耐 食 性 も 良 好 で あ る 。 ま た ， ク

ラ ッ ド 鋼 と し て の 機 械 的 性 質 も諸 規 格 値 を 満 足 す る 。 こ の 様 に 拡 散 溶 接 の 異 材 継 手 溶

接 は 必 要 に 応 じ て イ ン サ
ー

ト 材 の 採 用 等 に 考 慮 を 払 え ぱ ，そ の 素 材 性 質 を 損 う こ と な

く 良 好 な溶 接 を 行 え る こ と が 判 る 。
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